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自然派ママたちの座談会 特別講演会 

クマともりとひと 
森を残し、全生物が共存しなければ、人間も生き残れない 

１２月８日（土）１０：００～１１：３０  

三島市民文化会館小ホール 
森林保全にかける学生たちの熱い想い 

  講師：森山まり子氏（日本熊森協会会長） 
  参加費：前売り８００円 当日：１０００円 

高校生以下 無料 連絡先：090-1832-8878 

 

こ
の
山
田
川
流
域
整
備
事

業
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
市

の
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ

た
。
年
々
自
然
環
境
が
悪
化

し
、
懐
か
し
い
里
山
の
情
景

が
消
え
て
い
く
中
、
平
成
十

六
年
頃
、
市
民
か
ら
の
提
案

で
始
め
ら
れ
た
事
業
だ
。 

 

平
成
十
八
年
度
か
ら
三
年 

 

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。
未

来
を
創
っ
て
い
き
た
い
。
そ

ん
な
思
い
を
込
め
て
毎
月
、

座
談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

母
親
だ
け
で
な
く
、
パ
パ
や
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
独
身
の
人
た
ち
も
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

問
い
合
わ
せ
〇
九
〇
‐
四
一

一
六
‐
二
八
六
九 

土
屋 

〈
今
後
の
取
り
組
み
〉 

一
月
二
五
日
（
金
） 

十
～
十
二
時 

野
口
整
体 

 

宮
本
摩
知
さ
ん 

二
月
二
八
日
（
木
） 

十
～
十
二
時 

原
発
震
災
を

防
ぐ
風
下
の
会 

 

古
長
谷
稔
さ
ん 

三
月
十
二
日
（
水
） 

十
～
十
二
時 

自
然
農
業
家 

大
橋
俊
弘
さ
ん 

れ
ら
を
受
け
て
芙
蓉
台
自
治

会
の
有
志
が
校
区
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
熱

意
あ
る
有
志
と
は
い
え
、
数

名
だ
け
で
校
区
内
全
て
を
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
不
可
能

で
あ
り
、
個
々
の
負
担
も
決

し
て
軽
く
は
な
い
。
継
続
の 

     

為
の
策
を
思
案
し
て
い
た

頃
、
タ
イ
ミ
ン
ダ
良
く
Ｓ
Ｇ

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
、

校
区
内
の
全
て
の
自
治
会
が

参
加
し
、
メ
ン
バ
ー
は
総
勢

二
十
六
名
。
専
門
職
の
Ｓ
Ｇ

リ
ー
ダ
ー
が
北
上
小
学
校
を

巡
回
す
る
月
に
一
～
二
回
、

定
例
会
を
設
け
、
メ
ン
バ
ー

相
互
や
学
校
と
の
情
報
を
交

換
し
た
り
、
問
題
を
検
討
し 

 

て
い
る
。
一
時
間
弱
で
は
あ

る
が
、
そ
の
様
子
は
真
剣
そ

の
も
の
。
生
の
情
報
を
共
有

し
、
事
案
に
つ
い
て
の
対
策 

や
今
後
の
課
題
を
腹
を
割
っ

て
話
し
合
う
。
歯
に
衣
着
せ

ぬ
討
論
も
あ
る
。
地
域
の
子

供
達
の
安
全
の
為
、
た
だ
そ

れ
だ
け
の
一
途
な
思
い
が
伝 

     

わ
っ
て
く
る
。
Ｓ
Ｇ
の
活
動 

意
義
は
本
来
「
見
せ
る
」
活

動
に
よ
る
犯
罪
の
抑
止
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
の
熱
意
を

Ｓ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
感

じ
る
。
し
か
も
、
他
の
校
区

で
は
定
例
日
だ
け
の
活
動
が

殆
ど
だ
が
、
北
上
小
学
校
区

は
違
う
。「
お
互
い
無
理
を
せ

ず
、
出
来
る
範
囲
で
長
く
続

け
る
」
が
基
本
だ
そ
う
だ
が
、

定
例
日
以
外
に
も
ほ
ぼ
毎
日

の
様
に
Ｓ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
自

主
的
に
活
動
し
て
い
る
。「
交

通
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
の
黄
色

い
腕
章
、
そ
し
て
胸
に
は
Ｓ

Ｇ
の
名
札
。
数
年
の
活
動
の

間
に
児
童
達
と
も
す
っ
か
り

顔
馴
染
み
に
な
り
、
挨
拶
だ

け
で
な
く
冗
談
も
言
い
合
う 

     

学
校
で
も
「
黄
色
い
腕
章
を

つ
け
た
人
は
良
い
人
」
と
児

童
に
教
え
て
い
る
程
だ
。
メ

ン
バ
ー
の
一
人
が
「
こ
う
い

う
活
動
は
、
バ
カ
に
な
る
奴

が
必
要
な
ん
だ
。」
と
語
る
。

 

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
夏

休
み
中
も
、
プ
ー
ル
開
放
日

や
図
書
室
開
放
日
に
は
、
行

き
帰
り
の
時
間
帯
に
Ｓ
Ｇ
が

活
動
し
て
い
た
。
台
風
九
号 

が
近
づ
い
た
時
に
も
、
集
団

下
校
の
際
迎
え
に
殺
到
し
た

父
兄
の
車
を
交
通
整
理
し
た

り
徒
歩
で
下
校
す
る
児
童
の

安
全
確
保
の
為
に
暴
風
雨
の

中
活
動
し
た
。
又
、
九
月
二

十
八
日
に
錦
田
小
学
校
の
女

子
児
童
が
切
り
つ
け
ら
れ
る

事
件
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際

に
も
Ｓ
Ｇ
に
出
動
要
請
が
あ

り
、
集
団
下
校
の
支
援
を
し

た
。
現
在
父
兄
は
「
子
ど
も

安
全
連
絡
網
」
に
加
入
し
て

い
る
が
、
父
兄
と
同
時
に
Ｓ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
も
同
様
の
連

絡
が
行
く
様
に
、
Ｓ
Ｇ
も
こ

の
連
絡
網
に
登
録
し
て
い

る
。
又
、
定
例
会
と
は
別
に
、

独
自
に
芙
蓉
台
公
民
館
で
の

ミ
‐
テ
ィ
ン
グ
も
し
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
活
動
が
活
発

な
北
上
校
区
Ｓ
Ｇ
だ
が
、
課

題
は
沢
山
あ
る
。
次
回
は
Ｓ

Ｇ
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。 

 

街
中
に
喫
茶
店

は
沢
山
あ
っ

て
、
多
く
の
若

者
が
出
入
り
し

て
い
た
。「
学
生

街
の
喫
茶
店
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
、
こ
の

店
は
そ
ん
な
当

時
を
思
い
出
さ

せ
る
。 

珈
琲
に
想
い

を
こ
め
た
店
で 

 

     

静
岡
県
教
育
委
員
会
の
指

導
の
も
と
、
昨
年
か
ら
市
内

の
各
小
学
校
区
単
位
で
始
ま

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

だ
。
主
に
児
童
の
下
校
時
間

に
、
通
学
路
の
要
所
で
の
交

通
指
導
や
校
区
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

活
動
が
盛
ん
な
北
上
小
学
校

区
Ｓ
Ｇ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
た
。 

 

北
上
小
学
校
区
Ｓ
Ｇ
の
前

身
は
、
芙
蓉
台
自
治
会
の
有

志
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
あ
る
。

大
阪
の
池
田
小
の
事
件
を
始

め
、
近
年
子
供
を
狙
っ
た
犯

罪
が
後
を
絶
た
な
い
。
加
え

て
平
成
十
六
年
の
年
明
け
頃

北
上
小
学
校
区
内
に
不
審
者

が
連
続
し
て
出
没
し
た
。
そ 

 

ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
（
以

下
Ｓ
Ｇ
）
を

ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。 

子
供
を
守
る
正
義
の
味
方            

 

徳
倉 

若
主
婦 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
躍
に
期
待
（
上
） 

 ------

日
・
日
・
雑
・
感--------- 

 

深
皿
の
エ
シ
ャ
レ
ッ
ト
ひ
と
つ
を
摘
み
お
る
姜

カ
ン

尚
サ
ン

中
ジ
ュ
ン

の 

静
か
な
指
先
き 

 
 

あ
や
か
な
り
人
殺
め
た
る
具
と
知
る
も
忘
れ
魅
せ
ら
れ 

る
備
前
一
文
字 

 
 
 
 
 
 

 
 

<

佐
野
美
術
館
に
て> 

 

 

マ
イ
ス
キ
ー
と
ヘ
ミ
ン
グ
・
フ
ジ
コ
が
た
お
や
か
に
そ 

し
て
楽
し
く
サ
ン
サ
ー
ン
ス
奏
で
る 

 
 

拉
致
と
い
う
お
ぞ
ま
し
き
こ
と
こ
の
国
も
朝
鮮
人
幾
千 

連
れ
き
し
こ
と
を 

 
 

日
が
過
ぎ
る
月
が
重
な
る
年
ご
と
に
ス
ピ
ー
ド
上
げ
る 

”
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
” 

浅
野
和
子 

 

------

日
々
・
精
進------ 

 

百
億
の
税
金
か
け
し
能
舞
台
交
付
税
が
八
〇
億
と
は 

倹
約
家
鷹
山
公
も
目
を
丸
め
見
物
客
は
口
が
塞
げ
ず 

行
っ
て
き
て
何
ぼ
の
も
の
と
聞
か
れ
れ
ば
米
沢
牛
の 

美
味
き
こ
と
か
な 

鷹
山
を
受
け
継
ぐ
人
の
影
も
な
し         

〈
米
沢
市
に
て
〉 

年
金
が
ガ
ブ
飲
み
さ
れ
た
グ
リ
ン
ピ
ア
視
察
先
で
の
今 

日
の
宿
舎
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〈
岩
沼
市
に
て
〉 

行
っ
て
見
て
人
に
言
え
な
い
視
察
と
は
議
員
特
権
物
見 

遊
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

無
駄
金
子 

 

三島市の進める山田川流域環境整備事業 

山田川、里山復活を目指して！ 
三島フォレストクラブ、勤労協などのボランティア団体が協力 

efefefefefefegef 

《新
聞
発
行
継
続
に
つ
い
て
カ
ン
パ
の
お
願
い
》 

紙
代
は
無
料
、
た
だ
し
、
カ
ン
パ
の
頂
け
る
方
は 

一
口
、
年
千
円
（
月
一
回
、
年
十
二
回
を
責
任
を
持
っ

て
配
布
）。
尚
、
広
告
料
は
一
コ
マ
、
月
千
円
。 

広
告
希
望
者
は
連
絡
を 

℡
九
八
八
‐
一
九
二
六 

計
画
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
総
額
一
・
九
億
円
、
そ

う
ち
国
の
補
助
金
が
八
千
万

円
。
三
島
少
年
自
然
の
家
の

下
の
谷
を
流
れ
る
こ
の
山
田

川
流
域
の
里
山
を
復
活
さ
せ

る
事
業
が
始
ま
っ
て
二
年

目
。
こ
の
事
業
は
里
山
を
復

活
さ
せ
市
民
の
安
ら
ぎ
の
場 

 

三
島
大
社
前
の
南
に
向
か

う
道
路
の
右
手
に
「
あ
ん
り

え
っ
と
」
と
い
う
小
さ
な
喫

茶
店
が
あ
る
。 

マ
ス
タ
ー
は
六
〇
歳
前

後
、
昭
和
四
五
年
頃
か
ら
こ

の
店
を
構
え
て
い
る
と
い

う
。
元
々
は
浜
松
出
身
だ
と

か
、
以
前
は
奥
さ
ん
の
両
親

が
下
駄
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い

た
が
、
そ
の
後
、
喫
茶
店
を

始
め
た
と
の
こ
と
。
喫
茶
店

の
名
前
の
由
来
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
作
家
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
小

説
に
登
場
す
る
女
性
の
名
前

か
ら
取
っ
た
と
い
う
。
バ
ル

ザ
ッ
ク
は
大
の
コ
ー
ヒ
ー
好 

 

山
田
川
は
、
箱
根
西
麓
の
森
林
に
源
を
発
し
、
そ
の
清
流
は
、
流
域
の
田
や
畑
を

潤
し
、
大
場
川
、
そ
し
て
狩
野
川
に
合
流
す
る
一
級
河
川
。
流
域
に
は
急
峻
な
山
間

を
開
拓
し
た
棚
田
や
段
々
畑
、
四
季
を
彩
る
広
葉
樹
林
、
竹
林
、
ま
た
、
豊
か
な
湧

水
な
ど
、
日
本
の
農
村
の
昔
の
風
景
、
自
然
環
境
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
も
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
、
遊
休
農
地
化
が
進
み
、

自
然
豊
か
な
里
山
環
境
の
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
る
。（
三
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
） 

 

 

小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
こ
う
と
月
一
回
、

お
寺
の
本
堂
で
ご
講
師
を
招

き
、
座
談
会
を
開
い
て
い
ま

す
。 

 

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
か

ら
、
食
に
関
す
る
こ
と
、
環

境
問
題
や
原
発
、
戦
争
と
平

和
、
憲
法
９
条
の
こ
と
ま
で

幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
す
べ
て
が
一
本
の
糸
の

よ
う
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
を
思
う
と

き
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
成
り

立
た
な
い
ほ
ど
、
す
べ
て
が

大
切
な
問
題
で
あ
り
、
そ
し

て
現
実
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
差
し
迫
っ
た
危
機
感
を

覚
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
で
す
。
私
た
ち

が
現
状
に
対
し
て
も
っ
と
も

っ
と
大
き
な
声
を
あ
げ
れ

ば
、
き
っ
と
未
来
が
変
わ
る

ぐ
ら
い
の
力
に
な
る
は
ず
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
氾
濫

す
る
情
報
や
、
錯
綜
す
る
社

会
状
況
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
見
せ
か
け
だ
け
の
平
和

や
生
活
に
あ
ま
え
ず
、
実
際

に
お
こ
っ
て
い
る
現
実
を
知 

き
だ
っ
た
ら
し
く
縁
が
あ
る

ら
し
い
。 

 

七
〇
年
代
は 

三島児童文学を語る会（３４９回） 

１２月例会のお知らせ 
日時：１２月１５日（土） 13:30～16:30 
場所：三島大社町防災センター 研修室 

テキスト：昭和１６年１２月８日（開戦の日） 
この当時を記憶されている方はメモ程度でも結構ですから事務局にお届けください。

当日会場に持参でも結構です。 
「少年Ｈ 上」妹尾河童著（講談社） 
「ぽんぽん」「兄貴」今江祥智著（理論者） 
「二つの国の物語 第二部」赤木由子著（理論者） 
上記の本、長編ですがこの中にこの日の描写があります。 
古い出版ですが、図書館などで読まれると、作家がどんな風に捉えたかが分かります。 
       連絡先：三島市中央町８－８ 山口 電話：971-3348  

自
然
派
マ
マ
た
ち
の
座
談
会 

Ｉ
Ｎ 

成
真
寺 

 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
① 

喫
茶
店
『
あ
ん
り
え
っ
と
』 

１２月１８日（土） 
PM ６：４０ 

講演会：『改憲問題とマスコミ』 
講師：西崎淳一郎氏（元毎日新聞常務取締役） 

会場：本町タワービル ４Ｆ 
共催：みしま憲法９条の会、みしま中部憲法９条の会、 

三島市市民講座、三島・田方憲法９条の会 
連絡先：975-1349福尾、973-1189栗原 
    971-3348山口、971-3549渡辺 
 入場無料  参加者自由  飛び込み参加歓迎 

楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日、 
生涯学習センター５Ｆ（パソコン室） 
午後７時～８時半 
月４千円、１回1000円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 

 

三嶋大社 

成真寺 

珈
琲
好
き
に
は
お
勧
め
の
店

だ
。
値
段
も
安
い
！ 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

島
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
そ
れ

と
、
三
島
勤
労
協
だ
。 

 

フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
平

成
十
四
年
末
に
立
ち
上
げ
た

会
で
、
会
長
は
宇
尾
正
久
さ

ん
（
東
町
）。
会
の
目
的
は
三

島
の
森
林
を
健
全
に
保
つ

為
、
間
伐
や
下
草
刈
を
行
う

こ
と
。
現
在
、
会
員
は
四
六
、

七
人
、
こ
の
流
域
の
放
置
水

田
や
竹
林
の
整
備
に
毎
月
一

回
位
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。 

 

勤
労
協
は
三
島
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
反
対
闘
争
が
あ
っ

た
、
昭
和
三
十
年
末
頃
、
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
反
対
運
動
も
含

め
、
地
域
の
勤
労
者
の
生
活

向
上
を
目
的
に
作
ら
れ
た
会

で
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
て

い
る
。
現
在
、
会
長
は
木
内

光
夫
さ
ん
（
梅
名
）
、
こ
の
会

も
主
に
竹
林
整
備
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

 

市
の
担
当
者
の
話
で
は
、

平
成
十
九
年
度
の
事
業
内
容

は
、
道
路
改
良
事
業 

、
農
園

整
備 

、
管
理
運
営
方
法
検
討

等
で
、
農
園
整
備
事
業
は
完

了
し
、
来
春
よ
り
、
市
民
農

園
を
一
般
に
開
放
で
き
る
と

の
こ
と
。
平
成
二
十
年
度
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
の
開
園

を
目
指
す
。 

ま
た
、
地
元
の
協
力
で
こ

れ
ま
で
毎
年
、
ア
マ
ゴ
の
稚

魚
、
四
千
匹
を
山
田
川
に
放

流
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

や
、
子
供
達

の
自
然
観

察
の
場
に

変
え
よ
う

と
い
う
取

り
組
み
だ
。

 
こ
の
整

備
事
業
に

は
、
計
画
が

実
施
さ
れ

た
当
初
よ

り
、
三
島
市

内
の
二
つ

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団

体
が
協
力

し
て
い
る
。

一
つ
は
三 

 

＜三島勤労協の竹林整備の取り組み３月＞ 


